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In the present paper， six moss diatoms collected from various localities in ]apan are dis-
cussed from the taxonomical and autoecological viewpoint. These are Eunotia praerupta 
var. praerupta， E. praerupta var. thermalis， E. praerupta var. muscicola， E. praerupta 
var. inflata， E. praerupta var. bidens and E. praerupta var. rupestris. Among these E. 

praerupta var. rupestris is a new combination in the genus Eunotia. 
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(34) Eunotia praerupta EHR. var. praerupta; 

HUST. Kies. 2: 280. f. 747 A a・e.1962. . 

(Figs. 1-6) 

HUSTEDT (1962)は rE. praeruptaは淡水，特に

全ヨーロッパの沼沢地や湧泉に分布し，また特に山地

に非常に屡々出現するが平地では稀産であり，また散

在的である。小型の種類は湿った岩上のコケでも見ら

れるが，かなり乾燥したところからも屡々見出され

る」と記してL、る。本邦でも奥野・黒沢(1959)は三段

峡および八幡高原における彼等の調査地点4(チャボ

マツパウロコゴケ Blepharostomaminus HORIK.)で

E. praeruptaとその変品種がほとんど純群落を構成

していたと報告している。今回の調査では，E. prae-

rupta群は，承名変種を含めて 6変種が識別できた。

これらのうち承名変種は，本邦各地の弱酸性の湿地や

池沼等に広く分布していたが，コケ付着の状態でもか

なり広い分布を示した。ー一一埼玉県十文字峠〔湿岩上

のチョウチンゴケ Mniumsp.)，埼玉県熊倉山〔混

岩上のミヤマサナダゴケ Plagiotheciumnemorale 

(MITT.) ]AEG.)， 崎玉県黒山三滝〔乾いた根上のタ

チチョウチンゴケ Orthomniopsisdilatata (MITT.) 

NOG. と，乾いた樹幹上のヒムロゴケ Pterobryum

arbuscula MITT.)，千葉県三石山〔乾いた岩上のシ

ノブゴケ Thuidiumsp.)， 山梨県下部〔湿岩上のア

サイトゴケ Pseudoleskeopsisjaponica (SULL. et 

LESQ.) IWATs.)，静岡県下賀茂〔濡れたコンクリート

壁上のスズゴケ Forsstroemiatrichomitria (HEDW.) 

LINDB.)，富山県立山美女平〔湿岩上の欝類)，鹿児島

県屋久島〔永田川沿いの岩上のクラマゴケモドキ

Porella sp.と，女川沿いの岩上のタモノスゴケ Pal-

lavicinia longispina STEPH.)。

(35) Eunotia praerupta var. thermalis HUST. 

in A. SCHMIDT， AtIas pl. 381. f. 11. 1933; Arch. 

Hydrobiol. Suppl. 15: 164. pl. 11. f. 12. 1937. 

(Figs. 10-12) 

当変種は，背側が著しく轡曲すること，殻端部は，

殻端の手前で強くくびれこむため強い頭状突出をなし

その頭端は接線状に平らに切れていることで承名変種

と区別できる。

HUSTEDT (1937)は殻の大きさについては特に記

載していないが， その説明図を計測してみると殻長

76.5μm，殻幅 13μm，条線数は 10μm ~，こ 8 本ほど

である。一方，本邦産の個体の計測値は，殻長42.5-

115μm，殻幅 10-17μm，10μm中の条線数は 7-

9本であるが， 8本の個体が最も多く HUSTEDTの図

とよく一致した。

HUSTEDT (1937)は，当分類群を西ジャワ島 Ajer

Panas温泉の噴出水中およびその凝結域に生息するコ

ケから見出しているが，今回の調査でもコケ付着の状

態、で次に示すような多くの地点から見出された。当変

種の生態についての記録はほとんどないが，本調査で

は，湖沼，河川等の水域からはまったく見出されなか

ったが，湿っていて，しかも空気にさらされているよ

うな環境条件のところから数多く見出されたことから

考えると，好気性の種類と恩われる。←一群馬県榛

名山【湿岩上のキンシゴケ Ditrichum pallidum 

(HEDw.) HAMPE)，埼玉県十文字峠〔湿岩上のシッ

ポゴケ Dicranumsp.)，埼玉県黒山三滝〔水が滴り落
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ちている岩上のホソパミズゼニゴケ Pelliaendiviae・

folia (DICKS.) DUM.)，埼玉県有問谷〔湿岩上のア

サイトゴケ Pseudoleskeopsisjaponica (SULL. et 

LESQ.) !WATS.)，静岡県万城の滝〔湿岩上のホソパ

ミズゼニゴケ)，静岡県出合滝〔湿岩から空中に垂れ

下るウロコゴケ Heteroscyphusargutus (REINW. 

et al.) SCHIFFN.と，湿岩上のハネヒツジゴケ Bra.

chythecium plumosum (HEDW.) B. S. G.)，静岡県

釜滝〔湿岩上のホソバミズゼニゴケ)， 愛知県鳳来寺

山〔湿岩上のハネゴケ Plagiochilasp.と， やや乾

いた樹幹上の欝類)，鹿児島県屋久島〔永田川沿いの

岩上のクラマゴケモドキ Porellasp.と，女川沿い

の岩上のトサカホウオウゴケ Fissidens cristatus 

MITT.)。

(36) Eunotia praerupta var. muscicola PETER. 

SEN， Bot. of Iceland 2 (2) : 377. f. 3. 1928. . 

(Figs. 7-9) 

PETERSEN (1928)はこの変種の特徴として， (1) 

腹側の形が特徴的であること， (2)殻の全長を通して，

殻傭がほぼ同じであるため，背側と腹側は同じ形とな

ること， (3) var. praeruptaより条線配列がやや密

であること，の 3点をあげている。 Figs.7-9からも

明らかなように，これらの特徴ならびに原記載の説明

図とよく一致する個体が，今回の調査では数多く見出

された。殻の大きさに関しては，原記載では殻長 26.4

μm，殻幅 6.8μmとなっているが，本邦産の個体の

計測値は殻長 16-48.5μm，殻幅 6-10μmであっ

た。これらの値は E.praeruptaの変種の中では比

較的小形の部類に属するものである。条線数は原記載

では，中央で 10μmに11本，殻端では15本となって

いるが，本邦産の個体の計測値も中央で 10μmに9

-12本，殻端では13-16本ほどで原記載とよく一致し，

また， E. praerupta の変種の中では PETERSEN

(1928)が記述しているように， その条線の配列はや

や密な部類に属するものであった。

PETERSEN (1928)はアイスランドの土壌上のコケ，

小川が乾いたあとの河床にある石の上のコケ層，岩壁

の割れ目のコケから当分類群を見出している。著者の

経験によれば，当分類群は河川や湖沼のような通常の

水域から見出されることは極めて稀であるが，コケ付

着の状態では今回の調査でも数多くの地点から見出さ

れた。変種小名も Musci(コケ)，・cola(住民)に由

来するが， E. praerupta群の中でも特に，コケ付着

のような環境を好む分類群と思われる。一一宮城県蔵

王〔湿った木材上のサナダゴケ Taxiphyllumaomo・

riense (BESCH.) !WATS.]，埼玉県十文字峠〔湿岩上

のチョウチンゴケ Mniumsp.と，濡岩上のツボゴケ

Plagiomnium cuspidatum (HEDW.) Kop.)，愛知県

鳳来寺山〔乾いた岩上のシノブゴケ Thuidiumsp.)， 

富山県立山美女平〔湿岩上の醇類)， 山口県大正、凋付

近〔湿った石灰岩上のミヤマサナダゴケ Plagiothe-

cium nemorale (MITT.) ]AEG.)，徳島県祖谷渓〔濡

岩上のタチチョウチンゴケ Orthomniopsisdilatata 

(MITT.) NOG.と，ホソバミズゼニゴケ Pelliaendi-

viaefolia (DICKS.) DUM.)，高知県天狗高原〔湿った

樹幹上のフトリュウピゴケ Hylocomiumbrevirostre 

(BRID.) B. S. G. var. cavifolium (LAC.) NOG.と，

トサカホウオウゴヶ Fissidenscristatus MITT.お

よび，湿った石灰岩上のフサゴケ Rhytidiadelphus

subpinnat1ω(LINDB.)， Kop.)，鹿児島県屋久島〔花

之江河付近のトサカホウオウゴケ〕。

(37) Eunotia praerupta var. inflataGRuN. in 

VAN HEURCK， Synopsis Diat. Belgique pl. 34. f. 

17. 1881..........................、(Figs.16， .~2) 

強く膨れる背側の形によって承名変種と区別される。

当分類群は必ずしもコケ付着の状態でのみ出現する

というのでなく，湿地や池沼から見出されることもあ

る。 PATRICKand REIMER (1966) は「酸性， 冷水

を好み，コケに伴って出現する」と記している。また，

奥野・黒沢(1959)は前述のチャボマツバウロコゴケ

から約20%という割合で当変種を見出している。今回

の調査でも屋久島や有間谷などのコケで，当変種の繁

殖が確認された。コケ付着のような環境でも十分生育

しうるものと思われる。一一埼玉県十文字峠〔湿岩上

のチョウチンゴケ Mniumsp.と，濡岩上のツボゴ

ケ Plagiomniumcuspidatum (HEDW.) Kop.)，埼

玉県有間谷〔湿岩上のアサイトゴケ Pseudoleskeopsis

japonica (SULL. et LESQ.) !WATS.)，千葉県三石山

〔乾いた岩上のシノブゴケ Thuidiumsp.)，鹿児島県

屋久島〔永田川沿いの岩上のキプリツボミゴケ Jun.

germannia virgata (MITT.) STEPH.と !lラマゴ

ケモドキ Porellasp.)。

(38) Eunotia praerupta var. bidens (EHR.) 

GRUN. in CLEVE and GRUN. 109. 1880; V AN 

HEURCK 1. c. pl. 34. f. 20. 1881. • • (Figs. 17-21) 
当変種の生態性について FOGED (1953)は貧塩嫌

塩，好酸性とし， PATRICl王 andREIMER (1966)は

「コケに伴ってしばしば見出される。 pHに関しては

酸性ないし中性」と記している。本邦では屋久島(岩

橋 1934)，琵琶湖 (SKVORTZOW1936)，八島池(福
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Figs. 1-6. Eunotia traeγu戸taEIIR. var. praerutta Figs. 7-9. E. Pγaeγupta var. 1河uscicola
PSTERSEN Figs. 10-12. E. Pγaerupta var目 thermalisHUST. 
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Figs. 13-15. E.戸γaeγuttavar. ruteslγis (SKV.) comb. nov. (13: after SKVORTZOIV) 

Figs. 16， 22. E. Tγaeγutta var. iげala GRUN. Figs. 17-21. E. traerutla var. bidens 

(EIIR.) GRUN. 
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島 1950).七面山 (TSUMURA1955).三段峡(奥野・

黒沢 1959).手賀沼 (KOBAY ASI 1968).大峰沼(山

岸・小林 1971)などからすでに報告されている。 こ

れらのうち屋久島(岩橋 1934)のはコケに着生して

生活するケイソウとしての記録であり，三段峡(奥野

・黒沢 1959)の場合も調査地点 1 (シノプゴケと

オオトラノオゴケ).調査地点 2(マルパハネゴケ，ツ

ルチョウチンゴケおよび，ジャゴケ).調査地点4(チ

ャボマツパウロコゴケ). 調査地点 8 (フジウロコゴ

ケ)からの記録である。今回の調査でも次に示すよう

に，コケ付着の状態で極めて広い分布が認ゐられた。

一一宮域県蔵王〔湿岩上のミズシダゴヶCratoneuron

jilicinum (HEDW.) SPRUCE).福島県赤JIIC湿った樹

幹上のハイゴケ Hypnumsp.).埼玉県中津峡〔湿岩

上のアサイトゴケ Pseudoleskeopsisjaponica (SULL. 

and LESQ.) IWATs.)，埼玉県麻生〔湿岩上のナガヒ

ツジゴケ Brachythecium buchananii (HOOK.) 

JAEG.)，埼玉県熊倉山〔湿岩上のミヤマサナダゴケ

Plagiothecium nemorale (MITT.) JAEG.)，埼玉県

黒山三滝〔乾いた根上のタチチョウチンゴケ Ortho-

mniopsis dilatata (MITT.) NOG.と，乾いた樹幹上

のヒムロゴケ Pterobryumarbuscula MITT.)，埼玉

県名郷〔濡岩上のツルチョウチンゴケ Plagiomnium

maximoviczii (LINDB.) Kop.)，埼玉県有関谷〔水が

滴り落ちている岩面上のジャゴケ ConocePhalum

conicum (L.) DUM.)，千葉県清澄山〔濡岩上のチョ

ウチンゴケ Mniumsp.).東京都日原〔湿った石灰岩

上のタチヒラゴケ HomaliadelPhus targionianus 

(MITT.) P. DE LA VARDE)，神奈川県丹沢山〔濡岩

上のホソホウオウゴケ Fissidensgrandifrons BRID. 

var.ρlanicaulis (BESCH.) NOG.と，湿岩上のカギ

ハイゴケ Drapanocladussp.). 山梨県下部〔湿岩上

のアサイトゴケ)，静岡県船原川沿いの山地〔湿岩上の

コカヤゴケ Rhynchostegiumpallidifolium (MITT.) 

JAEG.)，静岡県浄蓮の滝〔濡岩上のウロコゴケHetero.

scyphus argutus (REINW. et al.) SCHIFFN.)，静岡

県万城の滝〔湿った樹幹上のシノブゴケ Thuidium

sp.)，静岡県下賀茂〔濡岩上のヤノネゴケ Bryhnia

novae.angliae (SULL. et LESQ.) GROUT と，湿

岩上のヒメヤナギゴケ Amblystegiumserpens 

(HEDW.) B.S.G.)，静岡県出合滝〔濡岩上のスズゴ

ヶ Forsstroemiatrichomitria (HEDW.) LINDB.). 

静岡県初景滝〔湿った木材上のトラノオゴケ Doli.

chomitra cymbifolia (LINDB.) BROTH.)，愛知県鳳

来寺山〔乾いた岩上のシノブゴケ)，徳島県祖谷渓〔濡

岩上のタチチョウチンゴケ Orthomniopsisdilatata 

(MITT.) NOG.と，湿岩上のコスギゴケ Pogonatum

injlexum (LINDB.) LAC.). 高知県天狗高原〔乾い

た樹幹上のシタゴケ Bissetia lingulata (MITT.) 

BROTH.)，鹿児島県屋久島〔花之江河付近のシッポゴ

ヶ Dicranumjaponicum MITT.)。

(39) Eunotia praerupta var. rupestris (SKV.) 

ANDO comb. nov. Eunotia bigibba KUTZ. var. 

rupestris SKV. Philipp. J. Sci. 65(3): 267. pl. 1. 

f. 39. (1938)...................... (Figs. 13-15) 

この分類群は Eunotiabigibba KUTZ.の変種とし

て SKVORTZOW(1938) によって記載されたもので

ある。 Fig.13は原記載の説明図を比較を容易にする

ために2000倍に拡大したものであり， Figs. 14， 15は

今回の調査で当分類群と同定したものである。これら

の個体と var.praeruptaならびに，他の変種群との

比較検討を試みた。その結果. Figs. 10-12との比較

からも明らかなように，殻の背側のまん中が大きくく

ぼむことを除くと， 当分類群は殻形については E.

praerupta var. thermalisに類似し， その他，極節

が殻端に位置すること，極節が大きいこと，極裂が上

方に長く伸びること. 10μm中の条線数，条線を構成

する点紋配列，殻の大きさ等についても E.praerupta 

ならびにその変種と共通するものであった。一方，E. 

bigibbaの特徴は，背側が大きくせり上るように膨ら

んで，その中央が凹むことにあるが，当分類群はこの

ような特徴を示さない。従って， この分類群は E.
praeruptaの変種とするのが妥当と思われる。

SKVORTZOW (1938)は殻長 64pm，殻幅 13μm，

条線数は 10μmに10本の値を与えているが，今回の

調査で得られた個体の計測値は，殻長 30-92μm，殻

傭 7.5-17.5pm，10μm中の条線数は 10-14本で

よく一致した。

承名変種，およびその他の変種とは背側の殻形で区

別できる。また，当分類群は，特徴のある背側の形を

含めて Eunotiamontana HUST. (1949)と類似する。

しかし，当変種の条線は殻端で大きく笥曲するか，一

部の条線はさらに斜め方向の配列となるのに対し，E. 

montanaの条線は殻端部でもほとんど平行な配列で

あるので区別できる。

この変種は，満州東ハルピンの山岳地を流れる川沿

いの岩上のコケから1927年7月20日に採集され1938年

に SKVORTZOWによって記載されたものであるが，

その後の報告はないようである。今回の調査では次に

示すような多くの所でコケ付着の状態で見出された。
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生態の詳細は不明であるが，少なくとも好気性で，コ

ヶ付着のような環噴を好むものと判断される。一一群

馬県榛名山〔湿岩上のキンシゴケ Ditrichumpalli-

dum (HEDW.) HAMPE)，埼玉県中津峡〔湿岩上のア

サイトゴケ Pseudoleskeopsisjaρonica (SULL. et 

LESQ.) IWATs.と，タニゴケ Brachytheciumrivu-

lare B. S. G.)，埼玉県麻生〔湿岩上のナガヒツジゴ

ヶ Brachytheciumbuchananii (HOOK.) jAEG.)， 

埼玉県黒山三滝〔乾いた線上のタチチョウチンゴケ

Orthomniopsis dilatata (MITT.) NOG.)，埼玉県有

間谷〔水が滴り落ちている岩面上のジャゴケ Conoce圃

phalum conicum (L.) DUM. と，湿岩上のコツクシ

ザワゴケ Philonotis.socia MITT.)，埼玉県名郷〔湿

岩上のナガミチョウチンゴケ Aulacomniumheteros-

tichum (HEDW.) B. S. G.)，千葉県三石山〔湿った泥

岩上のジャゴケと，乾いた岩上のシノブゴケ Thui-

dium sp.)，千葉県清澄山〔乾いた岩上のコパノチョ

ウチンゴケ Trachycystis microPhylla (Doz. et 

MOLK.) LINDB.)，東京都川苔谷〔水が滴る岩商のホ

ソバミズゼユゴケ Pellia endiviaefolia (DICKS.) 

DUM.)，神奈川県丹沢山〔濡岩上のコカヤゴケ Rhyn-

chostegium pallidifolium (MITT.) jAEG.)，静岡県

万城の滝〔湿岩上のホソパミズゼニゴケ)，静岡県出合

施〔湿岩から空中に垂れ下るウロコゴケ Heteroscy-

phus argutus (REINW. et al.) SCHIFFN.)，静岡県

釜滝〔湿岩上のホソパミズゼニゴケ)，愛知県鳳来寺

山〔湿岩上のア+イトゴケ)，徳島県祖谷渓〔漏れた

樹幹上のサワゴケ Philonotisfontana (HEDW.) 

BRID.と，湿岩上のハリガネゴケ BryumcaPillare 

HEDW.および，濡岩上のアサイトゴケ)，高知県天狗

高原〔乾いた樹幹上のシタゴケ Bissetialingulata 

(MITT.) BROTH.と，湿った樹幹上のトラノオゴケ

Dolichomitra cymbifolia (LINDB.) BROTH.)，鹿児

島県屋久島〔花之江河付近のトサカホウオウゴケFis-

sidens cristatus MITT.)。

上述してきた Eunotiapraeruptaの各変種の本邦

における分布をみると，およそ次の 2つのグループに

大別された。すなわち， (1)コケ付着の状態，ならび

に，湿地や池沼等の水域の両方に広〈分布しているも

の......承名変種，E. praerupta var. bidens， E. 

praerupta var. injlata， (2)湿地や池沼等の通常の

水域からはほとんど見出されていないにもかかわらず，

コケ付着の状態では広い分布が認められるもの......

E.戸raeruptavar. muscicola， E. praerupta var. 

thermalis， E. praerupta var. rupestrisである。

終りに，日頃から御指導をいただいている東京学芸

大学小林弘教授，ならびに，一部のコケの同定をして

いただいた愛知学院大学高木典雄教授に厚〈御礼申し

上げる。
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